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1. はじめに 

『どうしたらあの子が安心して学べるだろう？』 

この教師の問いは、日々の教育現場での気付きから
生まれるものです。そして、その問いに対する答えを
探る過程こそが、従来から大切にされてきた「教育的
配慮」の出発点といえます。一方、近年よく耳にする
ようになった「合理的配慮」は、 

『私の特性による困りごとを、解消してほしいです。』 

という要望に、法的な裏付けをもって応えるものです。
似ているようで異なる二つを整理して、「その子らし
く学ぶ」環境を実現する教師の支援について考えます。 
2. 合理的配慮 ― 平等に学ぶための「権利」 

障害のある子どもが他の子どもと平等に教育を受
けられるよう、一人ひとりの困難さによる意思表明に
応じて行う変更や調整のことです。障害者差別解消法
に基づき、すべての学校において法的義務となりまし

た。提供しないことは不当
な差別的取扱いに該当する
場合があります。合理的配
慮は「特別扱い」ではなく、
「同じスタートラインに立
つための調整」です。 

  「過重な負担」  断る理由ではなく、考える契機に 

合理的配慮には「過重な負担にならない範囲で」と
いう条件があります。ただし、これは安易に断る根拠
にはなりません。①財政・人員への影響、②他の児童
生徒の学習環境への影響、③教育の目的・内容の本質
的変更にあたるかどうかを総合的に勘案し、「どうす
ればできるか」を一緒に考える姿勢が求められます。 
  合意形成の 4Step 

合理的配慮は本人・保護者との対話と合意のもとに
進めることが法的にも求められています。 

 
 

3. 教育的配慮 ― 私たちの「使命」 

すべての子どもの成長を願い、教師の専門性に基づ
いて行う工夫や支援のことです。その土台には、教育
基本法の「教育の機会均等」や学習指導要領の「個に
応じた指導」の理念があります。具体的には、まず「事
前の環境整備」が重要です。刺激の少ない教室環境、
UD フォントの導入などが挙げられます。さらに、板
書の構造化、視覚資料の活用、個別の声かけなども欠
かせません。このように、「すべての子どもが学びやす
い日常の授業づくり」そのものが教育的配慮の実践で
す。そしてこれこそが、「気付く学校」の基盤になりま
す。 
  「要望を待つだけ」では足りない 

法的には、合理的配慮の義務 
は児童生徒や保護者の意思表明 
があって初めて生じます。しかし、 
発達に課題のある子どもや「迷惑をかけたくない」と
いう心理を抱える保護者は、困っていても言葉にでき
ないことがあります。この空白を埋めるのが教育的配
慮の視点です。「どうしたらあの子が安心して学べる
だろう？」と先手を打って働きかけられる教師こそが、
声を上げられない子どもを守る最初の一歩を踏み出
せます。 
4. 最後に ― 「二つの配慮が重なるとき」 

川口市では「川口市障害のあるなしに関わらず共に
学び成長する子ども条例」を制定しています。法的義
務を誠実に果たしながら、子どもや保護者に寄り添い、
環境そのものを整えていく主体的な教師の姿勢が求
められています。「教育的配慮」と「合理的配慮」、そ
の二つが重なってこそ、「その子らしく学ぶ」環境を真
に実現できます。 

気付きによる温かな配慮は、教育者の原点であり、
私たちの使命です。小さな気付きを積み重ね、私たち
教師の立場から共生社会を築いてまいりましょう。 
◇参考◇  

1. インクルーシブ教育システム構築支援 
データベース（インクル DB） 
障害種別や、学校段階、教科別にクロ

ス検索が可能です。 
２. 内閣府 

「合理的配慮の提供の例（教育）」 
学校教育の場面に特化した合理的配慮

の代表的な具体例が、箇条書きでシンプ
ルに整理されています。 
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 科学館は、科学展示室、プラネタリウム、天文

台の３つの施設で構成されています。また、それ

ぞれの分野において学校教育との連携を推進し、

科学の楽しさを感じることができる様々な事業

を開催しています。 
 本年度も様々な事業を準備しておりますので、

ぜひ科学館を有効活用し、体験活動を充実させ、

一人でも多くの理科好きな児童生徒を共に育成

していきましょう。事業の一部を紹介いたします。 

 
  
 
 
 
 

科学出張教室       講師派遣 
開催風景        開催風景 

 
 
 
 
 

■こんな展示もしています！  
科学館では小学校の理科で扱ういわゆる「自由

研究」の進め方をまとめました。 

 
お伺いして説明することもできます。 
■こんな事業もしています！  
 中高生科学系部活発表の場を「中高生のための

サイエンスＤＡＹ」「ぼくらの科学館」として提供

しています。 
 まずは、見に来てみませんか。 
 
 
 
 
 
 
★詳しくはお問い合わせください。 

■太陽観測出張授業 
 職員が学校に伺い、設置した望遠鏡を利用し

て、太陽黒点やプロミネンスの観測と解説を行

います。太陽の活動は落ち着いてきましたが、

時折大きなフレアが発生しています。専門の機

材がないと観察できない貴重な機会です。 
 望遠鏡をのぞいて、下の写真のような太陽

の様子を観察してみませんか。 

 
大きな黒点が見えるかも    観測の様子 

 
■夜間出張観望会 
 小中学校の児童生徒とその保護者を対象に、

職員が学校の校庭などに望遠鏡を設置し、天体

を観測します。 

 科学館事業の活用による 
川口市立科学館 副主幹 廣戸 理伸    体験活動の充実 

■科学出張教室 
 科学館職員が学校や公民館などに伺い、実験

ショーやものづくり教室を開催します。授業内

だけでなく、学校公開日や PTA 行事などでの

ご利用もできます。本年度は現象がだんだんと

大きくなる「びっくり Big」という実験ショー

をご用意しておりますが、テーマについてはご

相談に応じます。 
★出張特別展「われら、ガイライ界隈」 

外来生物って実はとても身近なものだと知

っていますか。 
6 月 6 日～7 月 12 日に開催された特別展「わ

れら、ガイライ界隈」を出張特別展として学校

で開催することができます。解説パネルを設置

できるスペース（横 1m×縦 2m×奥行 1m 程

度）があれば展示が可能です。 
設置期間には、解説に科学館職員が伺うこと

もできますので、お気軽にお問合せください。 
■講師派遣 

職員が学校に伺い、理科学習や生活科学習の

支援をします。また、教材研究の相談なども受

け付けております。利用希望日が決まったらま

ずはお電話にてご連絡ください。 
 

【これまでの実績（一例）】 
小２生活科 身近なものを利用した 

おもちゃづくり 
小３理科 「おもちゃショーを開こう！」 
小６理科 プログラミング体験 
 

★どの学年にもご対応いたします。 
 

電話 ０４８－２６２－８４３１ 
http://www.kawaguchi.science.museum 

科学館 HP 

拡大図 
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